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オ…ストラワアの北部開発論における開発目的と計画地域

谷内 達

(文学部Jl:h教授，人文地理学}

1.北部開発論

北部開発論とは，オーストラリアめは七部Jを国家的散策として積醸的に提発すべきである

と言う主張である。 f北部Jとは，オーストラリア大涯における南回帰稼〈南緯23度30分)以

北の地域を意味する(図1)。ただし，連邦政府の揺土開発省北部鰐発庁(1963-均年〉および、

北部開発省(1972-75年〉の行政においては，南緯26度以北が対象で、ある (Australia，1975)。

26度は，ノーザンテリトリーとi務庁ーストラリアチトjとの境界に一致するJ、ずれにしても，

北部は行政区分ではなく，商オーストラ 1)ア・クイーンズランド両外iの北部とノーザンテリト

リーとをさよ会している。したがって本稿では，ヰヒ部を計画地域として扱う O

北部開発論は，一つにまとまったものではない。さまざまな動機・自的を持つ主張の総称で、

みる。その内容は次めように要約できる G

日1)人口増加に対応して生活水準を向上させるためには，オーストラリアの国家的資源を

分に開発する必要がある。現窓，北部の資源は十分には利用されていない。

(2)正大な f摂白地域jを米開発のままにしていると，人口過義諸閣との関係から閣時問題が

とるので，これを避ける必要がある。きらに，北部を関発しておいた方が，戦時には防措が

である。

(3)気候条件を生かして，熱苦・亜熱帯作物〈特に綿花) ~生産し，輪入代替を計るべき

る。

総オーストラ 1)アは，人口過剰なアジア・アフリカ諸冨の飢えた人々に，

である o

を?侠給すべき

標発された南部に対する未開発の北部と言う不均衡を是正し，均衡の取れた地域開

発を逮戒する必要があるoJ(Barlow & Newton. 1971， p. 1部j

頭発自的と計画地域の設定との拐には，対応関係が存在するはずである。 では，北部を

る指標として，(1)熱帯， (2)対アジア関係， (3)人口希薄および(4)潤近牲を取り上げる。こ

の内，熱帯と対アジア関係とは，復接の指標である。ニれに対して人口希薄と周辺牲とは，北

部の議撃さな議性であり，二次的な指標と考える。
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本稿では，各指標に即して，計画地域としての北部の設定と北部開発論との関連を検討する。

II. 熱帯としての北部

熱帯としての認識は，北部を設定する最も基本的，直接的な指標である。多くの場合， I北部

オーストラリア」と「熱帯オーストラリア」とは同義語である。熱帯としての認識は，積極的

なものと消極的なものとに分けることができる。

1.熱帯の積極的認識

これは，北部における資源開発の潜在的可能性を楽観的に評価する。特に太陽エネルギーお

よび、水資源に立脚した熱帯農業開発論となる(図 2)。

「オーストラリア大陸への移住者は，ヨーロッパ北西部，特にイギリス出身者であった。こ

の事実が，大陸の北部熱帯地域に対する一般的な態度に，強〈影響したと思われる。熱帯に関

するイギリス人の典型的な認識は，直接，間接に，西インド諸島，インド，東南アジアおよび

アフリカにおける，商人，役人および伝道者としての経験に基いている。〔中略〕北部に対する

公的，私的態度は，進出の当初から少なくとも第二次大戦まで，この線に沿うものであった。」
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図2 うえ混と縫水量

o 500主m
」一一J

v (Jac昌均投d証 Atlas)
(Courtenay， 1975a， 

北部での熱帯農業の事例としては， クイ…ンス、ランドチH海岸部の動糖産業と，西オーストラ

リアチ1'1北器の;tード)11許認とがある o

クイーンズラン何十iの砂糖産業は.19t量:*G以来の!濃史を持ち，北部における熱帯幾多憶のほと

んど唯一の「成蒋例Jとされている。しかし，この砂機産業は，北部開発論の形成に対して，

やや先符して発援したもので、ある G したがって，本績で意味する北部跨発としての明確な意図

のもとに成立したものとは議い切れない。

}れに対して，オード)11計闘は，北部開発として戦後着手され，北部臨発論争の磁:按の対象

となった。本犠では，北部開発一般に関する論争と共仏この計図]にも触れる。

オードJlI計画とは，凶オーストラリア州北部のキンパリ一地方を涜れるオード)11の水資源に

基く濯綬幾業計画である。言十顕;丸(1)分水ダム建設と l万2000ヘクタールのi諜統.(2)主

設と合計6万ヘクター/レグ〉議概，および治水力発電の三段潜に分かれている。連邦政府の資金

で1959 し， 1963 夕、ム， 1972 ダム した (Kerr，1967， pp. 166 

& 191; Cannegieter， 1964刷 pp.375.376;The Australian， 19 April1976)。ニの第二設擦の主夕、ム

建設に持する連邦政府の資金援助が検討さFれていた 1960年代半ば;こ，ニの計画の是非をめぐり
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活発な論争があった。一つは，オード111計画を含む北部開発全般に対する Davidson(1965)の

批判であり，もう一つは，オ…ストラリアの代表的な経済学学務誌である EconomicRecord誌

における一連の論争 (Cannegieter，1964， 1965a & 1965b; Bowen， 1964， 1965a & 1965b; Laing， 

1964; Campbell， 1964 & 1965; Musgrave & Lewis， 1965a & 1965b)で、ある。

このように，オード川計画は，熱帯農業開発計婚として，北部開発の性格を持っている。;:tー

ドJlI題への述邦政府支出を規定した法律の名称、にも「北蔀開発jの表現が用いられている

(Australia， 1959 & 1963)。関空?ーストラリア制政府も， 1オード111討蕗は，オーストラリアの

最後のフロンティアの一つを開拓するものである G この計酪は，キンパリ一地方だけでなく，

北部オーストラリア全域のための欝発方式を設定するjとしている(WesternAustralia， 1968)。

オードJlI計聞における熱帯の積極的認識は，特に水資源の評鋸;ニ現れているG この計悶の最

大の動機は，;:tード}11がオーストラリアの最大流量記銭を持つ (Munro，1974， p‘ 157)と誘う事

ろう o こ と，下流の詑沃な土地とを結び付け，主として綿花を る

めが計画め'雪子である。計画支持者は，

さいことを，特に強調する (Patterson，1965， p.59)。

2.熱帯の潟犠的認識

-単位i撲滅面穣おたり がきわめて小

これは，熱惜の屑柱・罵発環境が白人に速さないと誘う認識である。したがって， 19世紀後

半には，アジア人労鋤カの導入を企てた例が少なくない。また当時のクイーンズランドでの綿花・

砂糖きび栽培は，太平洋議良人の労働力に依存していた(Courtenay，1975a， pp. 1-2; Learmonth， 

1971， pp. 196“ Davidson， 1965， p. 70)。

1901年の連邦結成に伴L¥ いわゆる白豪政策が成立した。太平洋諸島人労欝者の奴隷的酷使

に対する批判が産楼的原悶でみった。この給来，熱帯での農業部発は，すべて白人が行うこと

になっ

「連邦結成後，クイーンズランド外!の砂糖産業は，白人労働者の使用による生産饗の増加に

見合う保護が保証された。こうして，クイーンズランド北部における，いわゆる での勝利

(Triumph in the Tropics)jのノfタ…ンが成立した。小規模自営農場と移動刈取労働者とによ

る方式への転換は，北部罷発と言う政治的鰻濯の官.~として奨殺された。 J(Learmonth， 1971， p. 

197.) 

北部開発に非白人労畿容を る 現在でも とは替えないが (Wilkes，1956， p. 

xv)，これは，北部開発の重要な動機のよつである対アジア警戒論と矛翁ずる。したがって一般

的には，白人による関発が前提であるとすべきである o こうして， 11930年代までには，北部は，

と言う環境により臨家への完全な統合がきわめて闘難な詩題地域として成立してJ

(Courtenay， 1975a， p.おいた。たとえば f白人のクイーンズランド北部iムオーストラリア

連邦全体の室任で、あるJ(Bolton， 1970， p. 339)として，白人による頭発め前提によりますます
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開発が罷難となる

3.批判

対して，連邦による援助を主張するようになった。

人文科学論集

熱帯農業開発議は，資源に対する技術的評価のみが先行し，経済的考憲が不十分で屯あるとし

で批判されている。

(l)r政治家は，新聞の支持を得て，;;t…ストラ T)ア人が抱いている北部開発の奇妙な幻想を
利用した。すなわち，北部における作物，家斎の可能性会史学に科学者が示したと言うだけの理

由による，北部題発への期待である o しかし，政治家も科学者払開発の費よ誌は検討しなかっ

た。どの地域でも，費用さえ掛ければ，いかなる作物も栽培できるoJ(Davidson， 19党， p‘xvi.)

と水とは，織援が存在する翻品の生産に用いる場合にのみ儲僚がある。持を生渡するに

も労働力や資本など，強の資源と結合させなければならないoJ(Davidson， 1965， p. 9.) 

(2) r問オーストラワアチトI~ti立のオードJl I流域開発計画では，最初に相談を受けたのは技術専

門家であった。次に地質学者，農業問題専門家が意見を求められた。マーケットリサーチと経

済問題の専門家が相談を受けたのは，最後であった。その頃には，計閥そのものが出っこみが

つかないところまで滋んでいた。経済性会無視したこのような開発計闘は，退去の入植政策の

ありがたくもない遺産で、ある oJ (Horne， 1970，訳書p.40.)

III. アジアに閣した北部

北部がアジアに顕していて距離も近いとの認識からは， r対アジア
食糧供給論jが導き出される。

1.対アジア饗戒論

および「対アジア

これは次の二点から成る。(1)この広大な北部を米開発のまま放議しておくと，アジア人の侵

略を招く。鎮有権を線実にするには，オーストラリア人による開発・接投の実績を作る

ある o (2)国土務衡のためには北部を人口物â~告にする

「オーストラリア人にとっては，北部の人口がかくも少なし資源が未開発なことは，道義

的に誤りのようである。つまり例かしないと f大臨]全体を領有する主張の裏付'tにならない，

すなわち北部の故畿がアジアの赦窓を揺しとぎう心黙である。J 1964， p. 137.) 

このような考えは，慨に戦前から存なしていたが (Stuart，1923)，第二次大戦の経験

1950年代にますます強まった。

fもし器発しなければ，土地に飢えた人々が，国際機関に後抑しされて，北部への移住を要

して米るのをどうして拒否できょうか。く中略)人口こそが侵略に

(Wilkes， 1956， p. 41.) 

る最善の保証である。j

ぐ誌に隣接する土地にひしめく ジア人が，耐え切れぬまで、に凝議の震をま脅して
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ゆくことは明らかで、ある。J 1953， t. 132.) 

1960年代に入っても同様の認識が見られる (Court，1965， p. 2)。北部開発機想、は，いまだに

訪衛・占拠思想から競却し切勺ていない (Chapman，1975入

オードJlI計画にも，これに通ずる発、が尭受けられる。

ジアの人口過剰諸留がオード111流域のような肥決な土地を求めているときに，この誌域

にl万人が入植することは，国家として資源を放議せずにflJ用する意志のあることを示すこと

になる。J(Cannegieter， 1964， p. 384.) 

さらに，オード川計識の fご次効果jの根拠にも用いられる。すなわち，クイーンズランドの

基く侵略盟瀧効果が，国産量業への連邦補艶金に相当すると考える。

したがってオード111計開でも関経援の水準の政治的効果を期待するのである(Cannegieter， 

1964， pp. 385.386; Bowen， 1964， pp. 392.393)。

この対アジア警戒論に対寸る批判を， Davidson による反論さ?中心に紹介しておこう。

(1)アジアには未開発の土地が多く残っている c アジアの食糧不是は，土地以外の樟寮による

る。したがって土地の拡大・占拠以外の解決法が可能である (Davidson，1965， pp. 

説usgrave& Lewis， 1965a， p. 263)。

(2)霊史的に非常に古くから，アジア人は寸…ストラリア北鎮め土地を知っていために，入植

の興味を示さなかった (Davidson，1965， pp. 2.3; Musgrave & Lewis， 1965a， p. 263)。

(3)人口が集中し頭発の進んだ南部を疫機に侵略するが，北部への後略よりも有利である。

したがって，開発された北部は未開発の北部よりも侵略め定検が大きい (Davidson，1965， pp. 4 

& 6; Barlow & Newton， 1971， p. 186)。人口は勝衛には有効で、なしかえって負穏を増すむまた

開発にf半う南北閣の交通の発達比南部への侵略を助げる (D呂vidson，1965， p. 

2.対アジア食糧洪給論

これも，人口過剰で土地・食糧の不廷したアジアと，来機発のオーストラ 1)ア北部どの対照

に立縛している。これに，オーストラリアが茜洋文明のーっとして生産力・技術が潟水準と言

う自負および使命感 (Horne，1964， pp. 103-104)，侵略の未然防止，対アジア按助，および市場

としてのアジアの近さが加わる o

fオ…ストラ 1)アは，西洋文明の託委えとして，南アジア・東アジアの大人ひとの，新し

な関保を樹立すべきである oJ (Copland， 1967， p. 1.) 

これに対しでも， Davidsoれが反論しているの

(1)北部マ生態しようとしている存物は，すべてアジアでの車騒が可能で‘あるo むしろアジア

出品にさえなっている。したがって，北部で汐〉生産により，アジアとオーストラリ

とは互いに競争紹子となってしまう (Davidson，1972， pp. 13， 18 & 272-273; Barlow & 

Newton， 1971， p. 186)。
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(2)アジアでは生産水準が向上しつつあるし，北部よりも潜在的可能性が大きい (Davidson，

1972， pp. 15・16& 272)。

(3)北部がアジアに近くても，現実の輸送費は有利ではない (Davidson，1965， p. 18)。

(4)アジアへ供給するには，多くの場合，北部よりも南部からの方が有利である (Davidson，

1965， p. 8)。

N.人口希薄地域としての北部

北部は，面積では大陸の約2分の lを占めるが，人口はわずか 5%足らずで， r空白の北部
(Empty North).lとも呼ばれる。したがって，北部の人口宮、度は著しく低く，人口密度1人/

km'未満の土地が99%を占めている。しかし，人口密度の低い地域は，北部に限らない。南部に

も広〈存在しており，南部の 83%が人口密度l人/附未満である (Australia，1973; Harris， 1975 

により算出)。すなわち，人口希薄で、あることは，北部の重要かつ基本的な特徴であるが，人口

希薄のみをもって北部を設定することはできない(図 1)。

1.開拓・入植論

人口希薄地域としての認識からは，オーストラリアの歴史的開拓・入植過程の延長としての

開拓・入植論が生ずる。これは，経済性重視の視点を超越したものである。いわば「歴史的大

事業J(Copland， 1967， p. 2) としての，絶対的な古典的入植論として把握される (Webb，1969， 

pp. 2 & 8， & 1975)。

「オーストラリアのように，広大な地域にわたる不毛な乾燥地帯を抱えた国では，開発を進

めるにあたって，経済性よりも想像力が必要とされた面があったことは理解できる。〔中略J60 

年代の初期には，たとえ開発のための開発にすぎなくとも， とにかく市北部。の開発を進める

べきであるとの思想が一般的であった。J(Horne， 1970，訳書p.40.)

「この地域の生産能力を完全に開発するためにあらゆる努力をすることは，最大の義務であ

り，まさに必須のことである。J(Wilkes， 1956， p. 129.) 

オード111計画においても，入植・人口増加への寄与が期待されている。

「オード川計画の主目的は，東キンパリ一地区の集約的農業の開発によって，調密入植を促

進することにある。J(Kerr， 1967， p. 166.) 

「オーストラリアの発展における開拓者的側面仏政治的要素として無視できない。オース

トラリアの民主主義の成立基盤は，家族経営農場である。濯概農業地域の開発は，開拓精神を

持つオーストラリア人に自己表現の場を提供する。J(Cannegieter， 1964， p. 384.) 

このほか，オード川計画では移民の雇用機会の増加も期待されている。(Cannegieter，1964， p. 

384)。
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2.問難点

人口希薄地域ときう条件と，入様・人口増加の目的の達成との聞には，以下めようないくつ

かの問題点が横たわっている。

(1)いかに経済的視点を超越して北部揮発会推進するとしても，その裏付けとして，結当程度

の経済活動の成立が必要で‘ある。人口希薄条件のもとでは，集約的農業よりも，続投的土地利

用としての牧蕊(牧牛)と，資源競存・大資本に依存した鉱業との方が漉しており有望である α

これは多くの論者の認めるところである。 (Davidson，1972， pp. 272 & 287; Barlow & 

Newton， 1971， p. 186; Courtenay， 1970， p. 119; McIlraith， 1975)。

(2)従来の北部開発では，牧叢・鉱業よりも， もつばら農業を千葉先してき

[熱帯オーストラリアの入植・開発においては，牧畜・鉱業が重要な役舗を果たしている o

しかし，土地を耕し農民が機密に入摘して初めてその開発が笑現されると，直披鰐接に器じら

れてきたoJ (Courtena仏 1975a，p. 48.) 

I~七部を経済的に競発すべきであると言うとき，通常は農業を窓味している oJ (Aschmann， 

1976.) 

ゆ鉱業開発による工業化・都市北の進展への期待がある{ひriver，1967， p. 2; Wilkes， 1956， pp. 

43 & 45)。しかし鉱業も牧畜も，人口増加への効巣はあまりj期待できない。これは北部開発の

推進論者・箆対論者共に多く るところである (Wilkes，1956， pp. 43 & 74; University of 

New South Wales， 1962署p.82; Davidson， 1965， p. 82， & 1972， p. 287; Webb， 1969， p. 2; White， 

1969， pp. 4， 18 & 28; Gorham， 1973， p.針。

(4)たとえ集約農業などの第一次産業が成立しでも，さらに工業f~ .都市化を含む地域社会め

形成れ入植・人口主勢力去に必要で、ある (Courtenay，1970， pp. 118 & 121; White， 1969， p. 54; 

Horne，1964きp.l37)。これは，オ…ストラリア人の意識・生活様式が著しく都市的であるとの認

識にも関係する。

ストラリアが農業中心の国家とみなされ，移民が，幾畏としての入壊を希望した時代

は，このような政策〔庁…ド)11計額〕も，社会的克堆からよ正当化することができた。〔中略〕オー

ストラリアの経涜的特紫は，少数の従業員で意義営する巨大な農場を控えた都市社会としての発

達にむしミているのであって，この特質を妨げることなく発震させることが，絶対に必喜きである。」

(Horne， 1970，訳警察p.40.)

f現代オーストラリア人のほとんどは，さまざぷな海岸部の都市において自己表現の場

出す方を希翠している。さらにオ…ストラリアの捷拓の伝統は， (京族農場でなく〕牧羊労働者

会雇用する大牧場主によって代表されていた。J(Musgrave & Lewis， 1965a， p. 263.) 

(5)都市イヒを含む拡大・発農のためには，域内の人口・市場の拡大が必要であると言う F鶏と

卵の問題J(Gorham， 1973， p‘わがある。
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(6)従来の北部開発では，域内自給のための食料生産は十分検討されていない。たとえ自給に

努めるとしても，たとえば青果物の自給率の見込みは 25%に留まると推定される (Hackett& 

Tinney， 1974， p. 1; Hackett， 1975， p. 13)。

(7)現実の入植者には，強固な定住の意志に欠ける傾向がある。たとえば，オード川計画の現

実は「開拓精神」からほど遠い。住宅を含むすべての施設は政府が用意したし，食料自給の努

力に欠け高い輸送費の掛かった移入食料に依存している。開拓の困苦に耐えて定住する意志に

乏しし短期的出稼ぎ型が多い (Musgrave& Lewis， 1965b， p. 635; White， 1969， p. 49; Chap-

man， 1975)。

(8)オード川計画支持者による楽観的推定によってさえ， 2060年の予想人口は l万人に過ぎな

い(Cannegieter，1964， p. 383)。しかも現実は計画をはるかに下回っている (OECD，1973，訳書

p.270)。特に，深刻な虫害のため， 1975年には主作物の綿花の栽培を断念した。このため，一

時は濯概面積約 6000ヘクタール，入植農場31戸であったのが， 1976年にはそれぞれ約 2500ヘ

クタール， 16戸に減少した(CanberraTimes， 19 February 1975; Western Australia， 1975; The 

Australian， 19 April 1976)。

(9) Iオーストラリアの熱帯および乾燥地域の人口増加の可能性は，海岸地帯を除き，限定さ

れている。J(Institute of Australian Geographers， 1974， p. 131.) 

v.周辺地域としての北部

人口希薄地域を絶対的な未開発地域とすれば，周辺地域は，核心地域(南部)に対する相対

的な後進・未開発地域として把握できる。

「北部は熱帯であると同時に周辺地域であり，それぞれ自然的，経済的環境を表している。

これらが重なり合って，北部の問題を形成している。〔中略〕北部の経済的社会的諸問題の多く

は，核心地域から遠く離れていることに由来する。J(Courtenay， 1975b， pp. 95-96.) 

1.周辺地域積極開発論

周辺地域としての認識からは，周辺地域が経済的に不利であるからこそ，開発努力が必要で

あるとの主張が生まれる。また，周辺地域は長期的には決して不利でなく，経済的に有利な面

さえあるとの主張もある。

(1)これまでの開発努力は南部に集中しており，北部は無視・放置されてきた。経済的考慮，

すなわち最少費用基準にのみ従っていると，核心地域への集中が進むので，周辺地域は不利で

ある。オーストラリア全体としての均衡の取れた開発を目指して，地域格差を是正するための

国家的開発努力が必要で、ある (Wilkes，1956， p. 105; Bowen， 1965a， p. 267; Kerr， 1967， p. 174; 

Muir， 1971， p. 4)。
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「地域開発は，全国的にg，人口，雇用および社会サーヒスの，より均等な分布を確保する

ことが目的である。したがって非経済的性格を1'1'う。〔中略〕短期的効率基準に従えば，公共投

資に最も適しているのは，国内でiT:も開発的進んだ地域であろう。このような一面的な基準で

は，国内の後進地域内資源をよリ良〈活用することができず，先進地域との格差を拡大してし

まう。地域格差の縮少は.オーストラリア全体にとって最大町関心事であり，これによって全

体的な発展を促進できる。J(Court， 1965， pp. 4.5.) 

(2)経済性比較すなわち最少費用論は，短期的であり，長期的評価には役立たなし、。北部開発

でIj:，試行錯誤を含む長期的効果を考慮すべきである。長期的には，収益のI曽大や生産費の低

下などによって，経済的にも成立するようになる (Kerr，1967， pp. 172 & 174， & 1975a; Webb， 

1975: Munro， 1974， p. 157)。

lDavidsonの経済分析は，余りに直接的かつ短期的な経済効果に集中し過ぎており，そのほ

かの点についての考慮を無視している。彼は，相対的に新しく成立したオ ド川計画と，既に

確立Lたニューサウスウエールズ州やクイーンズランド州の綿作地帯とを比較している。この

アプローチは，大都市 ー大港湾から遠い地域に立地した産業のほとんどが初期に抱える問題を

無視している。すなわち，投入 ・産出両面で輸送費が極度に高<，その地域が発展してある程

度の人口集中を達成するまで，その状態が続くと言う問題である。J(Kerr， 1975b， p. 34.) 

「オード川計画の完成と，その結果としての規模の経済 (特に綿花の種取り費用の低下)お

よひ'生産効率上昇によって，状況は変化する。さらに iii!i崎地域の拡大によ って，域内加工用

および輸移出用の股産物の多様化が期待される。したがってオード川流域が最終的には経済的

に採算が取れる地域になると楽観しているoJ(Pigram， 1970， p. 30. ) 

(3)既開発地域と比べ，未開発地域の方が収量増大の機会がある。新規開発の方が生産性が高

〈収入が多"0(Kerr， 1967， p. 174; Cannegieter， 1964， p.387.) 
(4)オ ド川計画的費用は，その効果と比べても，また絶対的にも、実際にはわずかな額であ

る (Court，1965， pp. 3 & 10; Bowen， 1965a， P. 269)。たとえば，オード川計画の費用は，高速

道路のインターチェンジ建設費より少ない (Webb，1969， p. 13)。

2 批判

批判の骨子は，周辺地域としての北部が，南部内既開発地域と比べて経済的に不利である以

上，北部開発は経済的に正当化できない， と言う点にある。これは同時に，熱帯および人口希

薄地域としての北部開発論に対する反論でもある。

(j)北部Ij:，決してこれまで無視されてきたのではな" 0 むしろ多大の努力にもかかわらず，

成功しないままに今日に至っている (Horne，1964， p. 136: Davidson， 1965， p. 66; White， 1969， 

p. 16; Aschmann， 1976)。

(2)輸送費負担のため生産費が高い。

2
 

R
U
 
I
 



人文科学論集

「生活費が高いため賃金が高い。また必要資材を南部から輸送しなければならない。したがっ

て農業生産費は高くなる。J(Davidson， 1965， p. 28. ) 

「東南部の人口湖密地帯の市場への供給において，輸送貨の点だけでも北部が経済的に不利

であることは明白である。この不利の克服には，十分に低い生産'/'i， あるいは規模の経済が必

要であるが，これらは共に非現実的である。J(Courtenay， 1975a， p. 52.) 

(3)熱帯での農産物のほとんどは，既に国内市場において供給過剰になっている。したがって，

国内供給の増加は，価格的低下あるいは補助金の増加を招くだけである。北部てe町生産は，南

部より生産費が低くない限 1)，補助金増大無しには不可能である (Davidson，1965， p. 20)0 r北
部におけるいかなる形の集約農業b，巨額の補助金を必要とするoJ(Davidson， 1972， p. xiv. ) 

クイ ンズランド州内砂糖産業や (Davidson，1965， p 72)，オード川計画においてL同様で

ある (Davidson，1972， pp.160 & 277; University of New England， 1973， p. 116; Chapman， 

1975)。

「オード川流域での7年間にわたる股業の実積は，この地域でのl見業を補助するよりも，何

もせずに人々に生活費を支給する方がずっと安いであろう，と言うことを示したに過ぎなL、J
(Davidson， 1972， p. 279.) 

(4)北部で生産する作物は南部でも生産できる。Lし輸入代替のためにこれらの必産物の生産

が必要なら，生産費最少の地域てe生産すべきである (Davidson，1965， p. 9)。

(5)補助金が必要な場合はもちろんのこと，たとえ補助金無しに成立する場合でも，最も有利

な地域を選ぶべきである。一般に南部内方が有利である (Davidson，1972， pp. xii & xvi; 

Musgrave & Lewis， 1965a， p. 262， & 1965b， p. 634)。たとえば綿花の生産は，ニューサウス

ウエールズ州ナモイ川流域で急速に発展Lた (Davidson，1972， p. 277)。

(7)将来，北部での高生産貨が 「地域内発展に付い解泊'すると考えるのは誤リである。多くの

投入財，特に機械や農薬は，大規模工業でのみ生産し得るが，このような工業が北部に成立す

るとは考えられない。〔中略〕南部からの輸送費による追加費用は，依然と Lて存在し続ける。」

(Davidson， 1965， p. 28. ) 

Vl. 結 論

北部開発論に対する批判は，主として，オーストラリア国民経済全体の利益のための経済的

立場に基しこの立場に立つ限り，批判の側に説得力がある。したがって，北部開発論が説得

力を持つためには，(1)オ ストラリア全体ではなし 「北部jの利益，(2)非経済的目的，を前面

に出す必要がある。いずれの場合L，主体的に目的を設定し追求する地域として，ますます明

確に 「北部Jを設定Lなければならない。
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しかし，I北部」を設定する基盤は貧弱である。「熱帯Jおよび「対アジア関係」は，地域の

形式的指標として有力であるが，政策の上での説得力に乏しし、。特に.それらの主張が，オー

ストラリア全体の利益と言う視 E主に立脚しているので，同じ視占からの批判の前に無力である。

これに対して， I人口希薄」および 「周辺性」は，国内の特定地域をI摘発する非経済的根拠と

Lて，一定の:ff.味を残している。しかし「人口希薄Jは，北部を特定する恨拠としては薄弱で

ある(図 1)。また 「周辺性」 も，南部と北部との対比よりも.什|内での核心部と周辺部との関

係や，連邦レベルにおける中心州と周辺州との関係において把握する方が，現実的に意味を持っ

ている(谷内，1976a & 1976b)。したがって.これらの指標によって北部を設定する必要性は

無い。

以上向考察から，いわゆる北部開発論において，目的と，そのための計画地域としての北部

内設定との聞には，意味のある対応関係が見出せないと結論できる。したがって，I北部」ある

いは「熱帯」と言う地域に対応した開発論を再構成するか，あるいは開発目的に即して計画地

域を設定L直すかを選択することによって，開発目的と計画地域との対応関係を回復できるで

あろう。
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Development Objectives and Regional Identity: A Review on the 
"Northern Development" Controversy in Australia 

Toru TANIUCHI 

The case for代NorthernDevelopment" is a policy proposal which urges to develop northern 

Australia with considerablenational efforts. and aims at developing and populating可he

North". typically through the establishment of the Intensive tropical agriculture and hence 

closer settlement. 

Northern Australi品inthe context of Northern Develop出合ntis defined as the area north 

of the Tropical Capricorn. This is not a conventional region， e.g. a political boundary. but a 

planning region. being specifically identified in view of the objectives of Northern Develop-

ment. 

Any regional development policy should be expected to keep a reasonable consistency 

between its objectives and regional idetity， particularly in the case of a planning region. 

This paper has examined the development objectives iηrelation to the regional identity， 

in terms of the four aspects of the North: i.e. "tropical'¥UAsia"t“sparsely populated" and 

"periphery". by reviewing the Northern Development controversy. 

The main criticism against Northern Development is based upon economic criteria from 

the national viewpoint， which seems to have destroyed the most of the economic arguments 

of the proponents. The case for Northern Development， then， has to be based upon the 

non-economic and regional points of view. making it inore necessary to ensure to establish 

the regional identity of the North. . 

It seems to be difficult， how告ver，to establish the regional identity of the North in relation 

to the Northern Development objectives. Among the fouτaspects of the North. the first two， 

l.e.“tropical" and "Asia". can be硝 sumedto be the direct criteria to identify the North. 

However， the policy proposals derived from these aspects have been unfavourably criticised 

to be far from realistic. On the other hand， the othef two. i.弘代sparselypopulated" and 

代periphery".do not necessarily result in identifying the North as a plannin寝間笈ionfor the 

policy objectives derived from these two， although these objectives have some grounds. 
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オーストラリアの北部開発議舎における開発§約と針顕治域 袋内

This paper concludes that五ttlerelationship could be found between Northern Develop“ 

ment objectives and the regional identity of the North. It would be needed either to reconφ 

struct the policy objectives to be consistent with the North， or to establish other kind of 

regional identity in view of the objectives. 
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